福井市水切二号墳奥壁阿弥陀如来立像の調査 by 古川, 登
福
井
市
水
切
二
号
墳
奥
壁
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
調
査
古
川
登
は
じ
め
に
福
井
市
水
切
町
に
所
在
す
る
水
切
二
号
墳
奥
壁
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
と
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
石
造
遺
物
の
調
査
を
実
施
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
調
査
成
果
を
報
告
す
る
。
詳
細
は
本
文
に
よ
ら
れ
た
い
が
、
水
切
二
号
墳
の
奥
壁
に
彫
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
宋
様
式
の
仏
画
の
影
響
を
受
け
た
鎌
倉
時
代
の
図
像
を
元
に
笏
谷
石
の
石
工
が
古
墳
の
横
穴
式
石
室
の
奥
壁
に
彫
っ
た
も
の
で
あ
り
、
磨
崖
仏
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
本
例
は
明
ら
か
な
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
品
で
あ
り
、
磨
崖
仏
と
し
て
は
福
井
県
下
で
最
も
古
く
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
、
研
究
者
・
素
人
を
問
わ
ず
、
今
日
ま
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
埋
も
れ
て
い
た
こ
と
は
大
き
な
驚
き
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
か
ら
こ
こ
に
そ
の
調
査
の
報
告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
一
、
調
査
の
経
緯
水
切
古
墳
群
は
、
福
井
市
水
切
町
に
所
在
す
る
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
古
墳
時
代
後
期
後
半
代
の
三
基
の
古
墳
か
ら
な
る
。
こ
の
古
墳
群
は
、
自
然
石
積
み
の
横
穴
式
石
室
か
ら
切
石
積
み
の
横
穴
式
石
室
へ
と
い
う
石
室
構
造
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
の
出
来
る
古
墳
と
し
て
、
古
く
か
ら
北
陸
の
古
墳
時
代
研
究
者
の
間
で
は
著
名
な
古
墳
で
あ
る
。
こ
の
三
基
の
古
墳
の
う
ち
、
一
号
墳
と
二
号
墳
は
江
戸
時
代
に
大
規
模
な
改
修
を
受
け
、
仏
堂
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
両
古
墳
の
石
室
に
加
え
ら
れ
た
改
修
の
痕
跡
、
一
号
墳
石
室
前
面
に
立
て
ら
れ
た
二
基
の
石
灯
籠
と
墳
丘
の
北
側
に
立
て
ら
れ
た
萬
燈
供
養
塔
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
萬
燈
供
養
塔
に
は
こ
の
改
修
を
行
っ
た
人
物
が
願
文
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
意
図
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
よ
っ
て
、
両
古
墳
の
石
室
内
に
認
め
ら
れ
る
仏
像
な
ど
仏
教
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
全
て
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
、
私
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
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第一図 水切古墳群位置図
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古
川
福
井
市
水
切
二
号
墳
奥
壁
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
調
査
『??????』（?????????）
と
こ
ろ
が
二
〇
〇
九
年
五
月
二
三
日
土
曜
日
、
北
陸
石
造
物
研
究
会
二
〇
〇
九
年
度
例
会
と
し
て
実
施
し
た
見
学
会
で
水
切
古
墳
群
を
案
内
し
、
水
切
二
号
墳
の
横
穴
式
石
室
奥
壁
に
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
水
切
古
墳
群
に
は
、
こ
の
北
陸
石
造
物
研
究
会
の
例
会
以
外
に
も
友
人
や
知
人
を
案
内
し
て
幾
度
と
な
く
訪
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
が
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
水
切
二
号
墳
奥
壁
に
あ
る
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
存
在
に
気
が
つ
い
た
の
は
、
こ
の
日
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
鎌
倉
時
代
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
驚
い
た
の
で
あ
る
。
研
究
者
が
一
見
す
れ
ば
、
水
切
二
号
墳
奥
壁
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
興
味
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
も
の
が
見
え
な
い
、
見
え
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
、
た
だ
恥
じ
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。
言
い
訳
で
は
あ
る
が
、
私
を
含
め
古
墳
と
し
て
の
水
切
古
墳
に
し
か
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
古
墳
研
究
者
の
視
点
は
、
こ
う
し
た
中
・
近
世
な
ど
後
世
の
改
変
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
古
墳
研
究
者
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
後
世
の
改
変
は
、
古
墳
本
来
の
姿
を
破
壊
し
た
遺
構
の
撹
乱
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
邪
魔
な
存
在
と
し
か
、
そ
の
瞳
に
は
映
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
私
が
中
世
の
石
造
物
研
究
に
関
心
を
持
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
っ
て
、
古
墳
研
究
に
し
か
関
心
の
な
い
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
今
も
そ
の
存
在
に
気
が
つ
か
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
調
査
は
、
吉
川
弘
文
館
か
ら
発
刊
さ
れ
る
予
定
の
日
本
石
造
物
辞
典
に
紹
介
す
る
対
象
資
料
の
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
と
、
対
象
資
料
が
福
井
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
○
一
○
年
四
月
に
入
っ
て
福
井
市
教
育
委
員
会
文
化
課
と
管
理
者
の
福
井
市
砂
子
坂
町
西
徳
寺
住
職
南
保
祐
祥
氏
に
調
査
の
許
諾
を
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え
で
調
査
を
実
施
し
た
。
指
定
文
化
財
云
々
は
と
も
か
く
、
信
仰
の
対
象
で
あ
る
も
の
や
、
個
人
の
先
祖
の
墓
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
研
究
目
的
で
あ
っ
て
も
、
所
有
者
・
管
理
者
の
許
諾
も
と
ら
ず
に
勝
手
に
調
査
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
本
稿
の
よ
う
な
資
料
の
調
査
報
告
は
、
許
諾
の
有
無
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
許
諾
の
明
ら
か
で
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
掲
載
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
編
集
者
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
。
調
査
は
、
五
月
三
日
月
曜
日
に
二
号
墳
奥
壁
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
拓
影
と
断
面
図
の
作
成
を
実
施
し
、
五
日
水
曜
日
に
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。
次
い
で
、
江
戸
時
代
に
誰
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
古
墳
を
仏
堂
に
改
変
し
た
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
対
象
資
料
で
は
な
い
南
北
朝
以
後
の
石
造
遺
物
類
も
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
五
日
水
曜
日
に
二
号
墳
の
墳
丘
北
側
に
あ
る
五
輪
塔
地
輪
の
実
測
と
拓
影
の
作
成
を
実
施
し
、
八
日
土
曜
日
に
一
号
墳
前
面
南
側
の
石
灯
籠
と
一
号
墳
墳
丘
北
側
に
あ
る
万
燈
供
養
塔
の
実
測
及
び
拓
影
の
作
成
を
実
施
し
、
三
○
日
日
曜
日
に
万
燈
供
養
塔
実
測
図
の
補
足
と
拓
影
の
作
成
を
再
度
行
っ
た
。
二
、
遺
跡
の
概
要
（
１
）
水
切
古
墳
群
は
、
福
井
市
水
切
町
に
所
在
す
る
。
立
地
は
、
丹
生
山
地
の
北
端
か
ら
谷
を
隔
て
て
の
び
る
標
高
三
○
米
余
り
の
低
丘
陵
上
で
あ
る
。
一
号
墳
若
越
郷
土
研
究
五
十
五
巻
一
号
2
『??????』（?????????）
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第二図 調査対象物位置図「水切古墳群」『福井市史』資料編１考古より引用一部改変
第三図 水切二号墳石室実測図「水切古墳群」『福井市史』資料編１考古より引用
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古
川
福
井
市
水
切
二
号
墳
奥
壁
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
調
査
『??????』（?????????）
・
二
号
墳
は
丘
陵
南
側
の
竹
林
の
中
に
あ
り
、
三
号
墳
は
丘
陵
中
央
部
の
稲
荷
神
社
参
道
脇
に
切
石
積
横
穴
式
石
室
が
開
口
し
て
い
る
。
一
九
七
○
年
に
福
井
市
指
定
史
跡
と
な
り
、
一
九
八
二
年
に
二
号
墳
石
室
の
修
復
と
そ
れ
に
伴
う
調
査
が
福
井
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
一
号
墳
は
、
雄
穴
と
呼
ば
れ
る
古
墳
で
あ
る
。
南
北
約
二
四
米
、
東
西
約
一
七
米
の
長
円
形
を
現
況
で
は
呈
す
る
が
、
本
来
は
二
五
米
か
ら
二
六
米
余
り
の
円
墳
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
墳
丘
の
現
在
高
は
約
三
・
二
米
を
測
る
。
墳
丘
に
は
葺
石
・
埴
輪
な
ど
の
外
部
外
表
施
設
は
認
め
ら
れ
な
い
。
埋
葬
施
設
は
、
南
東
に
開
口
す
る
自
然
石
積
の
両
袖
式
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
石
室
の
全
長
一
一
・
五
米
、
玄
室
長
四
・
三
米
、
や
や
胴
張
り
の
あ
る
玄
室
は
奥
壁
幅
一
・
六
米
、
玄
室
中
央
幅
二
・
○
米
、
玄
門
幅
一
・
七
米
、
同
長
○
・
七
米
、
玄
室
高
二
・
三
米
を
測
る
。
羨
道
は
長
さ
六
・
五
米
、
同
幅
一
・
八
米
、
同
高
一
・
八
米
を
測
る
。
羨
道
開
口
部
の
天
井
石
は
切
断
さ
れ
、
そ
こ
に
大
き
く
岩
屋
山
と
山
号
が
彫
ら
れ
、
文
字
の
中
は
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
山
号
の
彫
ら
れ
た
天
井
石
上
に
は
軒
材
が
載
せ
ら
れ
、
そ
の
下
部
の
羨
道
開
口
部
の
両
側
壁
に
は
縦
に
溝
が
彫
ら
れ
て
床
面
に
は
新
し
い
框
石
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
木
製
門
扉
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
羨
道
か
ら
玄
室
を
見
て
、
右
側
の
袖
石
に
は
圓
通
寺
と
大
き
く
彫
ら
れ
、
文
字
の
中
は
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
。
石
室
の
床
面
は
、
羨
道
・
玄
室
と
も
敷
石
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
玄
室
奥
壁
前
面
に
は
笏
谷
石
製
の
石
祠
が
置
か
れ
、
別
畑
石
に
似
た
板
石
材
に
彫
ら
れ
た
平
面
的
な
仏
坐
像
を
内
部
に
安
置
し
て
お
り
、
萬
燈
供
養
塔
願
文
に
記
さ
れ
た
岩
屋
山
圓
通
寺
が
こ
の
水
切
一
号
墳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
号
墳
は
、
一
号
墳
の
南
東
約
二
○
米
に
位
置
す
る
雌
穴
と
呼
ば
れ
る
古
墳
で
あ
る
。
石
室
の
修
理
保
存
事
業
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
墳
丘
は
南
北
約
一
五
・
一
米
、
東
西
約
一
二
・
六
米
を
測
る
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
玄
室
の
床
面
か
ら
露
出
し
た
天
井
石
上
面
ま
で
の
高
さ
約
二
・
五
米
を
測
る
。
墳
丘
に
は
葺
石
・
埴
輪
な
ど
の
外
部
外
表
施
設
は
認
め
ら
れ
な
い
。
埋
葬
施
設
は
、
南
東
に
開
口
す
る
右
片
袖
な
い
し
両
袖
式
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
石
室
材
は
切
石
で
は
な
い
が
、
加
工
痕
の
あ
る
石
材
を
積
ん
で
お
り
、
羨
道
部
分
に
は
後
世
に
補
わ
れ
た
石
材
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
石
室
の
奥
壁
に
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
石
室
の
残
存
長
五
、
三
米
、
玄
室
長
三
・
九
米
、
同
高
二
・
二
米
を
測
る
。
玄
室
奥
壁
か
ら
三
米
余
り
離
れ
た
玄
室
の
両
側
壁
に
は
縦
に
溝
が
彫
ら
れ
、
そ
の
床
面
に
は

穴
の
あ
る
新
し
い
框
石
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
号
墳
に
も
木
製
門
扉
の
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
が
、
石
室
の
保
存
修
理
以
前
に
は
玄
室
床
面
に
古
墳
造
営
時
の
も
の
で
は
な
い
切
石
材
に
よ
る
敷
石
が
敷
か
れ
、
奥
壁
に
石
祠
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
三
号
墳
は
、
一
号
墳
の
北
約
二
七
○
米
の
稲
荷
神
社
敷
地
石
垣
の
下
、
参
道
階
段
の
右
側
に
位
置
す
る
。
南
に
開
口
す
る
切
石
積
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
施
設
と
す
る
古
墳
で
あ
る
が
、
墳
丘
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
石
室
残
存
長
二
・
八
米
、
奥
壁
幅
一
・
一
米
、
石
室
確
認
高
一
・
七
米
を
測
り
、
石
室
内
に
一
・
二
号
墳
の
よ
う
な
後
世
の
改
変
は
認
め
ら
れ
な
い
。
一
号
墳
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
発
掘
さ
れ
た
こ
と
が
萬
燈
供
養
塔
願
文
に
記
さ
れ
る
が
、井
上
翼
章
が
文
化
十
二（
一
八
一
五
）
年
に
完
成
さ
せ
た（
２
）
『
越
前
国
名
蹟
考
』
に
は
縁
起
に
貞
享
四
年
に
発
掘
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。
若
越
郷
土
研
究
五
十
五
巻
一
号
4
『??????』（?????????）
本
稿
に
お
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
萬
燈
供
養
塔
の
造
立
が
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
で
、（
２
）『
越
前
国
名
蹟
考
』
の
上
梓
が
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
で
あ
る
こ
と
に
解
を
求
め
ら
れ
よ
う
。
現
在
、
砂
子
坂
町
の
西
徳
寺
に
は
古
墳
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
杯
蓋
一
点
、
杯
身
四
点
、
短
頸
壺
一
点
、
椀
一
点
、
高
杯
四
点
、
平
瓶
二
の
一
三
点
と
、
金
銅
製
耳
環
二
点
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
福
井
市
史
資
料
編
１
「
水
切
古
墳
群
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
遺
物
は
一
号
墳
か
ら
の
出
土
遺
物
で
あ
る
の
か
、
二
号
墳
か
ら
の
出
土
遺
物
で
あ
る
の
か
が
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
け
れ
ど
も
、
二
号
墳
は
鎌
倉
時
代
に
は
開
口
し
て
い
た
こ
と
が
奥
壁
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
様
式
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
西
徳
寺
に
伝
わ
る
古
墳
出
土
の
遺
物
は
、
一
号
墳
を
貞
享
三
年
に
発
掘
し
た
際
に
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
は
出
来
る
。
現
在
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に
水
切
町
自
治
会
が
寄
託
し
て
い
る
須
恵
器
短
頸
壷
、
金
銅
製
耳
環
、
水
晶
製
切
子
玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉
な
ど
古
墳
出
土
の
遺
物
に
つ
い
て
は
、
一
号
墳
の
出
土
遺
物
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
江
戸
時
代
の
発
掘
で
出
土
し
た
も
の
を
分
散
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
萬
燈
供
養
塔
願
文
に
み
ら
れ
る
発
掘
者
の
意
図
か
ら
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
西
徳
寺
か
ら
発
掘
以
後
に
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
治
会
で
保
管
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
か
ら
考
え
る
な
ら
、
稲
荷
神
社
社
殿
の
造
営
に
際
し
て
開
口
し
た
と
考
え
ら
れ
る
三
号
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
（
２
）
『
越
前
国
名
蹟
考
』
の
水
切
村
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
引
用
し
て
記
す
。
「
高
八
百
六
拾
六
石
同
水
切
村
○
西
ニ
平
泉
寺
境
内
ノ
堺
。
絵
図
記
◎
窟
観
音
○
東
ニ
窟
二
ヶ
所
ア
リ
。
口
四
五
尺
、
奥
ヘ
三
四
間
宛
ア
リ
。
絵
図
記
○
平
山
ノ
内
窟
ア
リ
。
高
サ
亘
共
ニ
六
七
尺
。
二
間
許
奥
ニ
立
像
観
音
。
右
ノ
岸
壁
ニ
円
通
寺
ト
彫
付
有
之
。
拾
遺
録
○
縁
起
云
。
天
平
八
年
泰
澄
大
師
開
基
せ
ら
る
。
小
石
を
聚
て
十
一
面
経
を
書
写
す
。
後
宅
良
慈
眼
寺
天
真
の
弟
子
英
仲
禅
師
、
朝
倉
氏
の
請
に
依
て
七
堂
伽
藍
再
興
あ
り
。
天
平
年
中
に
至
、
一
揆
の
為
に
破
却
せ
ら
る
。
貞
享
四
年
丁
卯
南
保
氏
宗
右
衛
門
、
後
祐
専
と
号
、
夢
想
に
感
し
て
是
を
開
き
、
弥
陀
正
観
音
十
一
面
観
音
其
他
什
器
を
得
た
り
。
○
窟
二
ツ
東
西
に
あ
り
て
、
二
ツ
と
も
に
東
向
な
り
。
東
の
奥
に
立
像
の
仏
体
あ
り
。
前
に
天
平
十
三
年
泰
澄
大
師
石
御
経
と
彫
付
た
る
石
た
て
り
。
是
は
経
石
を
納
め
た
る
蓋
な
り
し
を
、
何
の
比
か
諸
人
経
石
を
取
去
て
、
其
蓋
を
立
置
も
の
な
る
べ
し
。
西
の
奥
に
坐
像
の
仏
体
を
ほ
り
付
、
右
の
岩
壁
に
円
通
寺
と
彫
付
有
し
由
。
▽
天
正
以
後
二
ヶ
所
と
も
に
埋
れ
あ
り
し
を
、
祐
専
夢
想
を
請
て
開
き
た
る
も
の
な
る
べ
し
。」
三
、
調
査
資
料
の
概
要
水
切
二
号
墳
奥
壁
阿
弥
陀
如
来
立
像
水
切
二
号
墳
の
奥
壁
に
彫
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
奥
壁
の
中
央
に
細
い
線
で
刻
ま
れ
た
縦
九
三
・
○
糎
、
横
五
○
・
五
糎
の
区
画
内
を
キ
ャ
ン
バ
ス
と
し
て
彫
ら
れ
て
い
る
。
右
手
は
屈
臂
し
、
左
手
は
垂
下
し
て
、
い
ず
れ
も
第
一
指
と
第
二
指
と
を
捻
じ
る
上
品
下
生
の
来
迎
印
を
結
ん
で
蓮
台
上
に
立
つ
。
光
背
の
上
端
部
か
ら
蓮
台
の
下
端
部
ま
で
の
高
さ
八
八
・
○
糎
、
光
背
の
上
端
部
か
ら
足
先
ま
で
の
高
さ
七
七
・
○
糎
、
頭
頂
部
か
ら
足
先
ま
で
の
高
さ
七
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○
・
○
糎
を
測
る
。
光
背
の
径
三
一
・
○
糎
、
頭
部
の
幅
一
○
・
九
糎
、
頭
部
の
長
さ
一
五
・
五
糎
、
肩
部
の
幅
二
七
・
○
糎
、
裳
裾
端
の
幅
三
○
・
五
糎
、
足
部
の
幅
一
五
・
五
糎
、
蓮
台
の
幅
四
一
・
五
糎
を
測
る
。
頭
部
は
、
卵
形
を
な
し
て
細
面
で
あ
る
。
肉
髻
は
低
く
、
耳
朶
は
板
状
を
な
す
。
左
眼
と
口
は
認
め
ら
れ
る
が
鼻
は
欠
け
、
顔
の
傷
み
は
全
体
的
に
酷
い
。
現
状
で
は
暗
い
肌
色
を
呈
す
る
砥
之
粉
様
の
顔
料
が
顔
面
に
塗
布
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
光
背
は
円
形
の
頭
光
背
で
、
部
分
的
に
漆
が
残
り
、
金
箔
を
貼
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
躰
部
は
撫
で
肩
で
、
開
い
た
胸
は
平
滑
で
あ
る
が
、
首
に
は
丸
味
の
あ
る
三
道
を
刻
む
。
細
身
の
体
部
に
袈
裟
と
大
衣
を
ま
と
い
、
下
半
身
に
裳
を
着
け
る
。
衣
褶
を
賑
や
か
に
刻
み
、
袖
口
や
胸
元
、
裾
端
に
至
る
ま
で
、
起
伏
の
あ
る
流
麗
な
曲
線
で
縁
取
り
を
し
て
お
り
、
中
国
宋
様
式
の
仏
画
の
影
響
を
受
け
た
鎌
倉
時
代
の
図
像
を
も
と
に
彫
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
蓮
台
は
、
仏
画
・
木
彫
に
み
ら
れ
る
蓮
台
で
は
な
く
、
越
前
地
方
の
石
造
塔
に
認
め
ら
れ
る（
３
）
越
前
様
式
（
笏
谷
様
式
）
の
塔
身
装
飾
の
蓮
台
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
像
を
彫
っ
た
石
工
が
笏
谷
の
石
工
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
蓮
台
を
、
越
前
様
式
の
塔
身
装
飾
の（
３
）
編
年
に
当
て
は
め
て
本
阿
弥
陀
如
来
の
製
作
時
期
を
考
え
る
な
ら
、

型
式
の
２
段
階
な
い
し
３
段
階
に
位
置
づ
け
う
る
特
徴
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
西
暦
一
二
八
〇
年
以
後
、
一
三
二
〇
年
以
前
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
よ
り
特
定
す
る
な
ら
、
下
中
央
弁
が
菱
形
を
呈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逆
心
葉
形
を
呈
す
る
下
中
央
弁
の
現
れ
る

型
式
３
段
階
以
前
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
一
三
世
紀
末
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
五
輪
塔
地
輪
五
輪
塔
地
輪
は
、
二
号
墳
北
側
に
地
輪
の
み
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
部
材
は
認
め
ら
れ
な
い
。
石
材
は
笏
谷
石
で
幅
四
四
・
○
糎
、
高
さ
三
九
・
○
糎
を
測
る
。
地
輪
の
下
部
は
水
平
で
は
な
く
、
歪
で
あ
る
。
上
面
の
中
央
に
一
七
・
○
糎
、
深
さ
六
・
○
糎
を
測
る
方
形
の
小
孔
が
認
め
ら
れ
る
。
全
体
的
に
調
整
が
粗
く
、
鑿
痕
が
著
し
く
残
る
。
塔
身
装
飾
は
一
面
に
の
み
認
め
ら
れ
、
こ
の
塔
身
装
飾
の
施
さ
れ
た
面
を
正
面
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
塔
身
装
飾
の
月
輪
は
、
陽
刻
の
圏
線
で
は
な
く
陽
刻
の
円
盤
形
で
、
そ
の
外
周
に
小
花
弁
が
配
さ
れ
る
。
請
花
の
蓮
華
座
は
形
式
化
し
、
間
弁
が
失
わ
れ
て
い
る
。
月
輪
内
の
梵
字
は
ア
ン
で
あ
る
。
こ
の
梵
字
か
ら
、
本
五
輪
塔
に
は
菩
提
門
の
ケ
ン
・
カ
ン
・
ラ
ン
・
バ
ン
・
ア
ン
の
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
地
輪
の
編
年
的
位
置
付
け
は
、
塔
身
装
飾
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
う
る
が
、
一
五
・
一
六
世
紀
の
編
年
に
つ
い
て
は
未
完
で
あ
る
の
で
、
そ
の
編
年
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
石
灯
籠
石
灯
籠
は
、
一
号
墳
前
面
に
参
道
を
挟
ん
で
二
基
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
石
材
は
笏
谷
石
で
は
な
く
、
別
畑
石
に
似
て
い
る
。
二
基
と
も
同
じ
様
式
で
造
立
者
名
・
紀
年
銘
と
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
側
の
石
灯
籠
の
み
を
調
査
し
た
。
基
壇
・
基
礎
・
竿
・
中
台
・
火
袋
・
傘
・
宝
珠
か
ら
な
っ
て
お
り
、
傘
と
宝
珠
は
一
体
で
成
形
さ
れ
て
、
六
個
の
部
材
か
ら
な
る
。
宝
珠
を
除
き
、
基
壇
か
ら
傘
に
い
た
る
ま
で
全
て
平
面
方
形
で
、
基
礎
の
下
面
か
ら
宝
珠
の
頂
部
ま
で
の
高
さ
二
二
○
・
五
糎
を
測
る
。
基
壇
は
二
石
か
ら
な
り
、
幅
九
三
・
○
糎
、
高
さ
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一
六
・
五
糎
を
測
る
。
上
面
は
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
側
面
は
ツ
ル
に
よ
る
粗
い
調
整
が
残
る
。
基
礎
は
、
上
部
に
形
式
化
し
た
複
弁
の
反
花
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
幅
六
七
・
○
糎
、
高
さ
三
五
・
五
糎
を
測
る
。
竿
は
幅
三
○
・
○
糎
、
高
さ
九
三
・
五
糎
を
測
る
。
竿
の
参
道
に
面
し
た
北
側
に
「
南
保
氏
駒
屋
冨
清
」、
そ
の
反
対
の
南
側
に
貞
享
五
戊
辰
三
月
十
三
日
砂
子
坂
庄
」（
一
六
八
八
年
）と
彫
ら
れ
て
い
る
。
中
台
は
幅
五
二
・
○
糎
、
高
さ
一
八
・
○
糎
を
測
り
、
形
式
化
し
た
複
弁
の
請
花
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
火
袋
は
平
面
・
立
面
と
も
方
形
で
、
幅
三
一
七
・
○
糎
、
高
さ
三
○
・
○
糎
を
測
る
。
参
道
に
面
す
る
北
面
に
方
形
の
火
口
が
開
き
、
西
面
に
円
窓
、
東
面
に
三
日
月
窓
が
開
く
。
傘
は
幅
六
一
・
○
糎
、
高
さ
三
○
・
○
糎
を
測
り
、
四
隅
に
降
棟
が
あ
る
。
笠
上
面
は
、
ツ
ル
に
よ
っ
て
粗
タ
タ
キ
風
の
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。
宝
珠
は
、
最
大
径
九
・
○
糎
、
高
さ
一
三
・
五
糎
を
測
る
。
萬
燈
供
養
塔
萬
燈
供
養
塔
は
、
一
号
墳
北
側
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
石
材
は
笏
谷
石
で
は
な
く
、
別
畑
石
に
似
て
い
る
。
基
壇
・
基
礎
・
塔
身
か
ら
な
り
、
部
材
は
全
て
平
面
方
形
で
、
基
礎
の
下
面
か
ら
塔
身
頂
部
ま
で
の
高
さ
一
五
六
・
○
糎
を
測
る
。
基
壇
は
二
石
か
ら
な
り
、
無
紋
で
あ
る
。
正
面
・
側
面
と
も
七
八
・
○
糎
、
地
上
に
露
出
し
て
い
る
高
さ
五
・
○
糎
を
測
る
。
基
礎
は
、
上
部
に
形
式
化
し
た
複
弁
の
反
花
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
正
面
の
幅
六
三
・
○
糎
、
側
面
の
幅
六
二
・
○
糎
、
高
さ
三
二
、
五
糎
を
測
る
。
塔
身
は
尖
頂
方
形
を
な
し
、
正
面
の
幅
三
七
・
五
糎
、
側
面
の
幅
二
九
・
五
糎
、
側
面
下
端
部
の
幅
三
二
・
五
糎
、
高
さ
一
二
三
・
五
糎
を
測
る
。
構
造
上
の
正
面
に
願
文
が
、
左
側
面
に
紀
年
銘
が
、
背
面
に
碑
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
願
文
は
、
四
行
一
五
一
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
風
化
が
著
し
く
、
判
読
す
る
こ
と
の
出
４０cm０
第八図 萬燈供養塔実測図
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来
な
い
文
字
も
少
な
く
な
い
。
一
行
目
「
當
山
岩
屋
圓
通
寺
□
往
昔
天
平
十
□
□
丁
□
泰
澄
大
師
開
基
地
聖
観
音
十
一
面
観
音
阿
弥
陀
佛
」、
二
行
目
「
□
□
此
石
像
書
寫
□
万
小
石
□
□
□
三
□
□
□
□
□
□
當
處
南
保
氏
駒
屋
累
代
願
□
□
□
□
□
□
」、
三
行
目
「
九
百
五
十
八
年
貞
享
□
三
丙
寅
中
秋
十
二
日
窟
□
□
穴
得
三
尊
石
像
十
八
法
器
遂
訟
官
開
帳
□
□
堂
」、
四
行
目
「
自
翌
年
丁
卯
二
月
十
三
日
講
契
作
本
万
燈
會
供
養
至
六
月
十
八
日
開
眼
了
當
山
願
主
駒
屋
宗
右
衛
門
□
□
」
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
左
側
面
の
紀
年
銘
は
「
貞
享
四
丁
卯
暦
六
月
十
八
□
」（
一
六
八
七
年
）
と
彫
ら
れ
て
お
り
、
欠
損
し
た
最
後
の
一
文
字
は
「
日
」
と
考
え
ら
れ
る
。
背
面
に
は
大
き
な
文
字
で
「
萬
燈
供
養
塔
」
と
碑
銘
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
願
文
に
は
「
本
万
燈
會
」
と
あ
り
、
字
体
が
異
な
る
。
四
、
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
水
切
二
号
墳
の
横
穴
式
石
室
に
彫
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
彫
ら
れ
た
越
前
地
方
で
最
も
古
い
磨
崖
仏
と
言
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
越
前
地
方
で
鎌
倉
時
代
に
石
に
彫
ら
れ
た
仏
像
の
例
と
し
て
、
多
層
塔
や
宝
篋
印
塔
の
塔
身
、
五
輪
塔
水
輪
に
阿
弥
陀
如
来
の
彫
ら
れ
て
い
る
例
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
塔
身
に
彫
ら
れ
た
小
形
の
像
で
あ
っ
て
、
本
例
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
水
切
二
号
墳
に
彫
ら
れ
た
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
よ
う
な
大
形
の
像
は
、
現
在
の
段
階
で
は
室
町
時
代
以
前
の
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
願
主
の
発
注
に
よ
っ
て
、
特
別
に
彫
ら
れ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
。
か
か
る
水
切
二
号
墳
奥
壁
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
今
日
ま
で
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
駒
屋
宗
右
衛
門
に
よ
る
古
墳
の
仏
堂
化
、
萬
燈
供
養
塔
・
石
灯
籠
な
ど
江
戸
時
代
の
石
造
物
の
存
在
に
よ
っ
て
、
全
て
が
江
戸
時
代
の
も
の
と
い
う
誤
解
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
二
号
墳
北
側
に
あ
る
一
六
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
う
る
五
輪
塔
地
輪
は
、
梵
字
ア
ン
か
ら
菩
提
門
の
ケ
ン
・
カ
ン
・
ラ
ン
・
バ
ン
・
ア
ン
の
記
さ
れ
た
五
輪
塔
の
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
来
迎
印
を
結
ぶ
二
号
墳
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
存
在
か
ら
、
こ
の
菩
提
門
を
刻
む
五
輪
塔
が
造
立
さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
次
い
で
、
萬
燈
供
養
塔
の
願
文
に
よ
れ
ば
、
駒
屋
宗
右
衛
門
が
貞
享
三
年
に
水
切
一
号
墳
を
発
掘
し
、
そ
の
翌
年
に
岩
屋
山
圓
通
寺
を
開
き
、
萬
燈
供
養
塔
を
立
て
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
石
灯
籠
二
基
が
南
保
氏
駒
屋
冨
清
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
石
灯
籠
の
銘
文
か
ら
知
ら
れ
る
。
駒
屋
宗
右
衛
門
が
水
切
一
号
墳
を
発
掘
し
た
こ
と
は
、
越
前
国
名
蹟
考
に
「
貞
享
四
年
丁
卯
南
保
氏
宗
右
衛
門
、
後
祐
専
と
号
、
夢
想
に
感
し
て
是
を
開
き
、
弥
陀
正
観
音
十
一
面
観
音
其
他
什
器
を
得
た
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
発
掘
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
開
口
し
て
い
た
二
号
墳
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
見
て
、
一
号
墳
の
発
掘
を
企
図
し
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
そ
の
結
果
が
、
萬
燈
供
養
塔
願
文
に
あ
る
「
貞
享
□
三
丙
寅
中
秋
十
二
日
窟
□
□
穴
得
三
尊
石
像
十
八
法
器
」
が
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
法
器
は
西
徳
寺
に
伝
わ
る
古
墳
時
代
の
須
恵
器
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
萬
燈
供
養
塔
願
文
に
法
器
云
々
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
、
古
墳
を
仏
堂
が
埋
ま
っ
た
も
の
と
解
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
岩
屋
山
圓
通
寺
を
開
い
た
願
主
の
駒
屋
宗
右
衛
門
は
、
萬
燈
供
養
塔
願
文
に
「
當
處
南
保
氏
駒
屋
累
代
願
□
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
駒
屋
は
砂
子
坂
あ
る
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い
は
水
切
を
本
貫
と
し
、
そ
の
本
姓
が
南
保
氏
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
石
灯
籠
に
あ
る
「
南
保
氏
駒
屋
冨
清
」
銘
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
水
切
一
号
墳
の
発
掘
、
二
基
の
古
墳
の
大
改
修
に
よ
る
仏
堂
化
、
萬
燈
供
養
塔
・
石
灯
籠
の
造
立
が
萬
燈
供
養
塔
願
文
に
「
訟
官
開
帳
□
□
堂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
福
井
藩
な
い
し
幕
府
か
ら
許
可
を
得
て
、
個
人
の
力
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
願
主
の
駒
屋
宗
右
衛
門
が
相
当
な
財
力
を
持
っ
た
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
（
４
）
駒
屋
と
い
え
ば
、
福
井
城
下
に
あ
っ
た
豪
商
の
駒
屋
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
が
、
貞
享
の
頃
の
駒
屋（
５
）の
当
主
は
宗
右
衛
門
・
冨
清
の
い
ず
れ
で
も
な
い
と
い
う
。
謝
辞
水
切
古
墳
群
石
造
物
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
福
井
市
砂
子
坂
町
西
徳
寺
住
職
南
保
祐
祥
氏
に
調
査
の
趣
旨
を
ご
了
解
い
た
だ
き
、
調
査
を
許
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
に
当
た
っ
て
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
学
芸
員
村
上
雅
紀
氏
、
挿
図
の
作
成
に
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
御
嶽
貞
義
氏
の
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
阿
弥
陀
如
来
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授
長
坂
一
郎
先
生
、
福
井
県
立
博
物
館
河
村
健
史
氏
、
福
井
県
立
美
術
館
戸
田
浩
之
氏
に
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
萬
燈
供
養
塔
願
文
の
釈
読
に
当
た
っ
て
は
、
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
の
佐
藤
圭
氏
と
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
の
印
牧
信
明
氏
に
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
福
井
県
立
博
物
館
副
館
長
坂
本
育
男
氏
に
民
俗
学
的
見
地
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
皆
様
に
深
い
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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